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※概要（Summary ）： 
 複雑な構造をもつ器官の形成には、発生初期におけ

る上皮間葉相互作用が重要な役割を果たす。そこで本

研究では、マイクロパターン化 PDMS スタンプを用い

細胞集団ごとに相対位置を制御することで、生体内を

模倣的に再現しながら共培養する仕組みを作ること

で、上皮間葉相互作用の分子的理解に迫ろうとしてい

る。まず、共培養用基材（基材）を作成するための、

マイクロパターン化 PDMS スタンプを設計・試作した。

試作したマイクロパターン化 PDMS スタンプを用い

て、細胞に特異的に結合する抗体を基材にスタンプ、

固定化した。基材上で細胞を共培養することで、基材

の評価を行った。その結果、本研究で試作した基材で

は細胞の相対位置を制御することが難しかった。しか

しながら、マイクロパターン化 PDMS スタンプの最適

化によって細胞集団ごとに相対位置を制御しながら、

複数種類の細胞を共培養することができると期待さ

れる。 
※実験（Experimental）： 
 細胞集団ごとに相対位置を制御しながら培養でき

る基材を作成するためのマイクロパターン化 PDMS

スタンプを設計・試作した。基材はガラス表面に金薄

膜を蒸着した基板を用意し、11-melcaptundecanoic acid

によって表面処理を施した。その後、基板表面を活性

化させ、本研究で用いる細胞に特異的に結合する抗体

の１つをマスクレス露光装置により作製したマイク

ロパターン化 PDMS スタンプにて基材にスタンプし、

抗体を基材表面に共有結合によって固定化した。基材

の評価には、まず１種類の細胞、すなわちマウス間葉

系幹細胞株（C3H10T1/2）を用いた。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 
 写真１に示すように、基材の特定の部位に細胞を接

着させることは困難であった。そこで、蛍光標識した

抗体によって、転写の精度について調べた(写真２)。

その結果、抗体が基材に固定化されていることが確認

できた。しかしながら、スタンプの形状（溝の間隔、溝

の深さなど）が、細胞を選択的に接着させるのに不適切

な形状の設計であった可能性が考えられた。さらに、転

写された抗体を均一に問題があるように思われた。これ

らの結果より、スタンプ表面の親水性、スタンプ素材の

機械的性質の最適化が必要であることが明らかになっ

た。 

 以上のように、細胞集団ごとに相対位置を制御しなが

ら、複数種類の細胞を共培養することができる基材を設

計するには、スタンプの形状と物理的性質についてさら

に検討する必要があるものと考える。 
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写真１．C3H10T1/2 細胞を基材に

て培養した様子。 
なお、赤い縦のガイドラインが抗

体を基材に固定した部位を示す。

Scale bar: 200 µm 

写真２．基材にスタンプされた蛍

光標識した抗体の蛍光パターンの

様子。Scale bar: 200 µm 

200µm 


